
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標  自主 友愛 鍛錬  地域の風の吹き抜ける北中 

 

３学期が始まりました 

～登校日数 46日のまとめと準備の３学期です～ 

１月７日（金）朝の厳しい冷え込みの中、丸子北中学校の３学期始業式を行いました。新型コロナ感

染予防と厳しい寒さを考慮して、始業式はオンラインで実施しました。各学年から１名、合計３名の代

表発表者が新年の決意を述べてくれました。それぞれの生徒が、新しい年に向けて頑張りたいことを語

り、新年の始まりにふさわしい素晴らしい発表となりました。 

その後の校長講話で、３学期の出発にあたり生徒に話した「顔」の話です。 

コロナ禍でマスク着用の生活ではありますが、生徒たちの「いい顔つき」が楽しみです。 

 

＜新入生保護者説明会を実施＞ 
 
１月 14 日（金）、丸子北中学校へ来年度入学する児童と保護者を

対象とした体験入学を予定していましたが、新型コロナウイルス感

染症の県感染警戒レベルが４となったため、小学生の体験入学を中

止しました。中学校へ来て、授業を受けることを楽しみにしていた

児童の皆さんには、大変残念なことになり、申し訳ありませんでし

た。また、中学校の部活や委員会など、中学校生活の様子を伝える準

備をしていた１年生の皆さんも、がっかりしたことと思います。事前に作成した紹介ＤＶＤを小学校へ

お渡しし、学級で見ていただくことにしましたので、楽しみにしていてください。 

当日は、新入生保護者への説明会のみといたしました。急な変更により、ご迷惑をおかけしたと思い

ますが、お許し願います。また、ご不明な点がありましたら、遠慮なく中学校へお尋ねください。新１

年生の入学を職員一同、心からお待ちしております。 
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＜抜粋＞ 

私たちは自分の顔を見るために鏡などを使わなくてはならず、直接見ることができません。自分

で直接見ることができない「顔」に、周りの友達は向き合っています。長野県の偉人「佐久間象山」

は、懐に鏡を入れて持ち歩いており、時々じっと自分の顔を眺めたそうです。「どうしてか」と本人

に聞くと、「人間の心とはそのまま顔に表れるもの。わしは自分の顔を眺めて、自分を戒めているの

だ」と答えたそうです。相手は顔から自分の心を読み取っているということです。 

「いい顔」という言葉がありますが、それは顔立ちの良さではなく、化粧をしても作れないもの

で、心の内面から自然に作られる「顔つき」のことをいいます。人間は感情によって、様々な表情

になりますが、普段から心を磨いていれば自然と「いい顔つき」に戻れます。３学期は「いい顔つ

き」で友達と向き合える自分を目指しましょう。 


